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神奈川県保健医療計画 進捗状況評価調書 

 

 

 

 

とりまとめ担当課：健康危機管理課 

 

１ 課題に対するこれまでの取組実績 

 

２ 目標値の推移 

名称 単位 策定時 
実績値 

(H30) 
達成目安 

目標値 

(Ｒ5) 

達成率 

(％) 
備考 

複数のＤＭＡＴを保

有する災害拠点病院

の数 

施設 
15 

（H29） 
21 18 30 

◎ 

200％ 
 

（１）災害拠点病院の整備（医療機関・医療関係者） 

 → 災害拠点病院の業務継続計画整備（H30：33病院） 

（２）ＤＭＡＴの整備（県、医療機関・医療関係者） 

 
→ 複数のＤＭＡＴの整備（H30 の施設数：21施設） 

→ 大規模地震時医療活動訓練（H30：1回）、関東ブロックＤＭＡＴ訓練（H30：1回） 

（３）災害時保健医療体制の整備 

 

→ 「神奈川県災害医療対策会議」を開催（H30：1回） 

→ 「地域災害医療対策会議」を開催（H30：４地域で延べ５回開催） 

→ 「災害時における要配慮者支援マニュアル作成指針」の改正（H30） 

→ 「災害時医療救護活動研修会(２回/年)」を開催(H30：第１回：233名、第２回：216名) 

→ 「ビッグレスキューかながわ」に参加（H30：現場救護所・災害拠点病院 2病院） 

→ 「EMIS 入力操作訓練」を実施（H30：1回） 

→ 周産期医療協議会等、関係会議における意見聴取や調整に基づき、災害時小児周産期 

リエゾン委嘱に向けた検討を実施 

（４）災害時の精神医療対策 

 

→ かながわＤＰＡＴ運営委員会の開催（H30:２回） 

 活動要領の改正、ＤＰＡＴ派遣のための体制について検討した。 

→ かながわＤＰＡＴ構成員に対する研修の開催（H30:２回） 

  （医療機関 11機関、行政機関４機関、参加総人数 58名参加） 

 大規模災害時の精神医療活動の指揮・調整と具体的な手法及び関係機関の組織と連携の在

り方について理解を促し、質の維持及び向上を図ることを目的に実施した。 

 

＜項目＞ 

第１章 事業別の医療体制の整備・充実 

第３節 災害時医療 
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ＥＭＩＳの操作訓練

を実施している病院

の割合 

施設 
32.7% 

（H28） 
56.6% 52％ 100% 

◎ 

123.8% 
 

かながわＤＰＡＴ登

録機関等の数 
施設 

 

12 

(H29) 

20 

 

13 18 
◎ 

800％ 
 

 

３ 参考指標の推移 

指標名 単位 
神奈川県内 参考指標を 

設定した理由 
備考 

H30 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ 

       

 

 

 

４ 課題ごとの進捗状況の評価 

（１）災害拠点病院の整備 

評価 Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ ・ Ｄ 

評価分析 
・ 災害拠点病院の整備については、施設整備補助の対象はなかったが、業務継続

計画策定の促進など取組を着実に進めた。 

評価理由 ・ 災害拠点病院の整備については、必要な取組を進めており、順調に進捗した。 

 

（２）ＤＭＡＴの整備 

評価 Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ ・ Ｄ 

評価分析 

・ 神奈川ＤＭＡＴ－Ｌを保有する災害拠点病院を 30病院に増加させるなど取組を

着実に進めた。 

・ 数値目標に掲げる複数のＤＭＡＴを保有する災害拠点病院の数については、国

の養成研修の実施回数が限られている中、欠員補充を優先するなど着実に隊数を

増加させ、数値目標の目安を達成している。 

評価理由 

・ 33 全ての災害拠点病院がＤＭＡＴを保有し、複数のＤＭＡＴやＤＭＡＴ－Ｌを

保有する災害拠点病院を増やしていくなど、実効性のある医療救護活動体制の整

備・強化が図られ、課題解決に向けて順調に進捗した。 

 

（３）災害時保健医療体制の整備 

評価 Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ ・ Ｄ 

評価分析 

・「神奈川県災害医療対策会議」における諸課題の検討、災害時小児周産期リエゾ

ン委嘱に向けた取組、各種研修、訓練の取組を通じて、災害時に迅速・円滑に実

施できるよう体制整備を着実に進めている。 

・ 数値目標に掲げる EMISの操作訓練を実施している病院の数については、訓練の

周知を進めることにより数値目標の目安を達成している。 
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評価理由 
・ 災害時保健医療体制の整備については、「神奈川県災害医療対策会議」の開催

や実践的な訓練、研修の実施等を行い、課題解決に向けて順調に進捗した。 

 

（４）災害時の精神医療対策 

評価 Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ ・ Ｄ 

評価分析 
・ かながわＤＰＡＴ構成員に対する研修について、新たな医療機関が受講したこ

とで、登録医療機関が４機関増加し、数値目標を達成している。 

評価理由 
・ 人材育成等、迅速な災害派遣精神医療体制の充実に向けた必要な取組みを進め

ており、順調に進捗している。 

 

５ 総合評価 

評価 評価理由 

Ａ 
大規模災害の発生に備え、県民の生命と健康を守るための保健医療体制とその

活動内容を定めた「神奈川県保健医療救護計画（平成 30 年３月改定）」に基づ

き、災害拠点病院を中心とした災害時医療救護体制の構築・強化に向けた取組を

着実に実施しており、順調に推移していると評価できる。 

 


